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用
紙
は
金
融
機
関
、
社
会
保
険

事
務
所
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て

同
事
務
所
へ
郵
送
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
同
事
務
所
に
直

接
申
し
込
み
の
場
合
は
、
金
融

機
関
の
証
明
印

が
必
要
で
す
。
金

融
機
関
届
出
印

の
相
違
や
、
口
座

氏
名
等
の
相
違

に
よ
り
登
録
が

遅
れ
た
場
合
は
、

前
納
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
用
紙
に
記
入
の
際
は
、
届

出
印
と
口
座
氏
名
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保

険
事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
５６

１
４
１
１
へ
。

　

◆
琴
伝
（
き
ん
で
ん
）
流
大

正
琴
（
和
〈
な
ご
み
〉
会
）　

月
２
回
、
主
に
水
曜
・
木
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
、中
央
町

１０

地
区
セ
ン
タ
ー
で
。会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
自
由
。
詳
し
く
は
安
中（
あ

ん
な
か
）
�
４
７
２
・
５
２
４

３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠
サ

ロ
ン　

毎
月
第
４
金
曜
日
の

午
後
２
時
〜
４
時
、中
央
公
民

館
ほ
か
で
。入
会
金
１
０
０
０

円
、会
費
月
１
５
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
第
２

金
曜
日
の
普
通
吟
に
も
参
加

可
。詳
し
く
は
宇
佐
田
�
４
７

３
・
７
３
０
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
・
Ｋ

Ｒ
Ｃ　

毎
週
日
曜
日
の
午
前

８
時
〜
正
午
、
東
部
運
動
広

場
（
金
山
町
一
丁
目
）
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。経
験
問

わ
ず
。
体
力
・
年
齢
に
合
わ
せ

て
活
動
。詳
し
く
は
小
林
�
４

７
５
・
８
４
６
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
健
康
づ
く
り
体
操（
な
か

よ
し
体
操
会
）　

毎
朝
６
時　
１０

分
〜
６
時　

分
、ス
ポ
ー
ツ
セ

５５

ン
タ
ー
駐
車
場
で
。会
費
年
１

２
０
０
円
。
体
験
自
由
、直
接

会
場
へ
。詳
し
く
は
小
野
木
�

４
２
１
・
０
４
３
９
へ
。

　

◆
木
目
込
人
形
サ
ー
ク
ル

　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

１０

　

分
、西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

４０入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月

４
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
永
尾
�
４
７
２
・
１

０
０
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
話
し
方
ク
ラ

ブ　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

の
午
後
７
時
〜
９
時
、東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。入
会
金
１
０

０
０
円
、会
費
月
１
５
０
０
円
。

ス
マ
ー
ト
な
話
し
方
と
練
習
。

詳
し
く
は
玉
木
�
０
９
０
・
２

４
２
４
・
６
４
０
０
へ
。

　

◆
機
織
り（
さ
い
わ
い
さ
を

り
会
）　

毎
週
火
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜

１０３
時
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。会
費
月
４
０
０
０
円

（
材
料
費
別
途
）。手
織
り
を
楽

し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

詳
し
く
は
三
沢
�
４
７
４
・
１

１
３
６
へ
。

　

◆
２Ｍ
（
エ
ム
ツ
ー
）
ス
ポ
ー

ツ
新
体
操　

毎
週
金
曜
日
①

幼
児
・
小
学
１
年
生
が
午
後
３

時
半
か
ら
②
小
学
２
・
３
年
生

が
午
後
４
時
半
か
ら
、い
ず
れ

も
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。会

費
月
４
５
０
０
円
。小
学
４
年

生
以
上
の
ク
ラ
ス
あ
り
。詳
し

く
は
黒
澤
�
４
７
５
・
３
６
７

７
へ
。

　

◆
将
棋
愛
好
会　

毎
週
水

曜
日
の
午
後
６
時
〜　

時
、中

１０

央
公
民
館
で
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
吉
田
�
４
７
４
・
５

６
９
８
へ
。

　

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京

都
１
５
０
団　

月
１
・
２
回
、

土
曜
ま
た
は
日
曜
日
、中
央
公

民
館
ほ
か
で
。年
長
〜
小
学
生
。

キ
ャ
ン
プ
、
季
節
の
行
事
、
奉

仕
活
動
な
ど
。詳
し
く
は
當
麻

（
と
う
ま
）
�
４
７
３
・
７
４

３
０
へ
。

　

◆
木
曜
書
道
教
室　

毎
月

第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
、成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
１
０
０
円
。
毛
筆
。

詳
し
く
は
渕
沢
（
ふ
ち
ざ
わ
）

�
４
７
３
・
３
７
７
０
へ
。

　

◆
軽
い
タ
ッ
チ
で
描
く
水

彩
画
の
会　

毎
月
第
１
・
第
３

金
曜
日
の
午
前　

時
半
〜
正

１０

午
、中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

３
０
０
０
円
、会
費
月
３
０
０

０
円
。詳
し
く
は
村
田
�
４
７

７
・
０
４
４
２
へ
。

　

◆
中
国
水
墨
画
（
劉
〈
り
ゅ

う
〉
の
会
）　

月
４
回
、
金
曜

日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、

中
央
公
民
館
で
。会
費
月
３
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
懇
切

指
導
。和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽

し
く
習
得
。詳
し
く
は
村
田
�

４
７
２
・
３
２
１
９
へ
。

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
交

友
会　

毎
月
第
１
〜
第
３
土

曜
日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時

半
、中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、会
費
月

１
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

演
歌
、歌
謡
曲
ほ
か
。
詳
し
く

は
吉
井
�
４
７
１
・
７
４
６
２

へ
。

　

◆
居
合
道（
土
佐
直
伝
英
信

〈
え
い
し
ん
〉流
）　

毎
週
火
曜

日
の
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。入
会

金
１
０
０
０
円
、会
費
月
２
５

０
０
円
。　

歳
以
上
。詳
し
く
は

１６

武
石
�
４
２
１
・
９
４
３
５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
ひ
ば
り
寿

会
）　

毎
週
火
曜
日
の
午
後
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、会
費
月

３
０
０
０
円
。
見
学
、体
験
自

由
。定
年
退
職
後
の
男
性
歓
迎
。

詳
し
く
は
根
本
�
４
２
１
・
９

１
７
４
へ
。

　

◆
空
手
道
拳
硬（
け
ん
こ

う
）会　

毎
週
土
曜
日
の
午
後

５
時
〜
７
時
、下
里
小
学
校
体

育
館
で
。会
費
月
２
０
０
０
円
。

市
空
手
道
連
盟（
市
体
育
協
会

加
盟
）所
属
。詳
し
く
は
榎
本
�

４
７
３
・
１
１
９
５（
夜
間
）へ
。

　
　

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（
サ
ン
デ
ー
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
）　

７
月　

日
（
日
）
午

３０

後
１
時　

分
〜
４
時　

分
、市

１５

１５

民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。参
加
費

７
０
０
円
。会
員
も
お
相
手
し

ま
す
。詳
し
く
は
川
崎
�
４
７

５
・
４
５
７
９
へ
。

　

◆
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ヌ
愛
の
コ

ン
サ
ー
ト（
東
久
留
米
愛
の
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）　

９

月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

（
１
時
半
開
場
）、成
美
教
育
文

化
会
館
で
。入
場
料
３
０
０
０

円
（
全
席
自
由
）。
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
。詳
し
く
は
白
沢
�
４

２
１
・
７
２
３
５
へ
。

　

◆
写
真
展
「
冬
か
ら
春
へ
」

（
く
る
め
写
真
教
室
）　

７
月

　

日
（
日
）・　

日
（
火
）
〜

１６

18

　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

２３５
時
、中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
。

入
場
無
料
。詳
し
く
は
榎
本
�

４
７
３
・
１
９
６
１
へ
。

　

◆
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
、日
本
の
歌
の
発
表

会
（
歌
う
会
ロ
ー
ザ
）　

７
月

　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら
、

２３西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。入
場

無
料
。
大
槻
秀
元
氏
指
導
。
詳

し
く
は
金
子
�
４
７
２
・
４
１

５
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト（
東
久

留
米
三
田
会
）　

８
月　

日
２７

（
日
）
午
後
６
時
開
演
、
中
央

公
民
館
で
。前
売
券
１
０
０
０

円
（
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
東
久
留
米
ほ
か

で
）。
当
日
券
あ
り
。
詳
し
く

は
金
田
�
０
９
０
・
４
６
７

１
・
３
５
５
０
へ
。

　

◆
第　

回
定
期
演
奏
会
＆

４２

ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト（
少
年
少
女

合
唱
団
み
ず
う
み
）　

７
月　
３０

日
（
日
）
午
後
５
時
開
演
（
午

後
４
時
半
開
場
）、
成
美
教
育

文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
５
０
０
円
。
ソ
ロ
、

合
唱
、ア
カ
ペ
ラ
で
歌
い
ま
す
。

詳
し
く
は
佐
藤
�
４
７
７
・
１

４
８
０
へ
。

　

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
平
和
構
築

支
援
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

（
ア
ジ
ア
の
地
雷
・
不
発
弾
被

害
を
伝
え
る
会
東
久
留
米
支

部
）　

在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大

使
館
が
窓
口
と
な
り
平
和
構

築
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
。
郵

便
振
替
の
方
法
な
ど
詳
し
く

は
同
支
部
・
村
井
�
４
２
２
・

２
８
１
９
へ
。

内　　　　　　容日　　　程

 オープニング（式典）

 特別企画（榛名町・東久留米市民吹奏楽団）
１０月２１日（土）

 ハワイアン・フランダンスの集い１０月２２日（日）

 民謡の集い、ふるさと芸能の集い１０月２８日（土）

 太鼓の集い（小・中学生参加）１０月２９日（日）

 吟剣詩舞の集い１１月３日（祝）

 邦楽の集い、童謡の集い１１月４日（土）

 大正琴・マジック・一芸の集い１１月５日（日）

 歌謡の集い１１月１１日（土）

 音楽の集い１１月１２日（日）

 いきいき演芸大会１１月１５日（水）・１６日（木）

 バレエ＆ダンスの集い１１月１７日（金）・１８日（土）

 舞踊の集い１１月１９日（日）

 コーラスの集い１１月２３日（祝）

会　　場内　　　　　容日　　程

 中央公民館
 お茶会１０月２１日（土）

 囲碁大会１０月２２日（日）

 中央図書館
 将棋大会（小・中学生の部）１０月２８日（土）

 映画の集い、将棋大会（大人の部）１０月２９日（日）

 第三小学校 フォークダンス
１１月３日（祝）

 スポーツセンター 社交ダンス

 中央図書館
 朗読ひとり芝居

１１月５日（日）
 俳句会

 中央公民館 スクエアダンス１１月１９日（日）

種　　　　　　　　目日　　　　程

【ロビー】華道１０月２１日（土）・２２日（日）

【学習室】書道、短歌、俳句、川柳、ペン習字、てん刻
１０月２５日（水）～２９日（日）

【ロビー】社会を明るくする運動のポスター展示

【学習室】美術

１１月１日（水）～５日（日） 【創作室】陶芸

【ロビー】写真

【学習室】手工芸、盆栽、絵手紙、木彫、榛名町出品展示
１１月８日（水）～１２日（日）

【創作室】パッチワーク

【ロビー】華道１１月１１日（土）・１２日（日）

【ロビー】市内小・中学生作品展示１１月１５日（水）～１９日（日）

内　　　　　　　　　　　　容種　　目

 投入、盛花、生け花（幅７０cm×高さ１００cm以内）華 道

 各種フラワー、籐工芸、木目込み人形（いずれも幅６０cm×高さ６０cm以内）

 和紙ちぎり絵（１０号以内）、和紙工芸、手縫いネクタイ、革工芸、

 手編み、和裁、洋裁、紙粘土、押し花絵（１０号以内）、パッチワーク、

 七宝焼、ステンドグラス、銅版工芸、ほか

手 工 芸

 幅５０cm×高さ５０cm以内陶 芸

 幅５０cm×高さ１００cm以内木 彫

 油絵・水彩・デッサン・版画（いずれも２０号まで）、彫刻、日本画、南画、水墨画美 術

 パネル、額付き（全紙以内）写 真

 半切、茶掛け（裏打ち以上）、額付き（横５０cm×縦９０cm以内）、釈文付き書道・ペン習字

 半紙または短冊、はがき
短歌、俳句、

川柳、絵手紙

 一般盆栽、小品盆栽盆 栽

 おもと、てん刻、カリグラフィ、ほかそ の 他

入院時の食事代

（１食当たり）

自己負担限度額
一部負担金の割合区　　　　　分

外来＋入院（世帯）外来（個人ごと）

２６０円

７２,３００円＋医療費が３６１,５００ 円
を超えた場合は、その超えた
分の１％を加算（多数該当の
場合は４０,２００円)

４０,２００円２割特例基準額以上

現役並みの
所得がある方

４０,２００円１２,０００円
２割

※自己負担限度額
「一般」適用

特例基準額未満（注１）

２６０円４０,２００円１２,０００円１割一般受給者の方

２１０円
９０日まで
の入院

２４,６００円

８,０００円１割

Ⅱ（住民税非課税世帯の方）
低所得の方
（注２）
（注３）

１６０円
９０日を越
える入院

１００円１５,０００円
Ⅰ（住民税非課税世帯で、

控除後の所得が０円の方）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
を
発
表
す
る
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
市
民
文
化
祭
」
が
、
今
年
も　

月　
１０

２１

日
（
土
）
〜　

月　

日
（
祝
）
の　

日
間
、
中
央
公
民
館
を
主

１１

２３

３４

な
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
�
４
７
７
・
４

７
０
０
ま
た
は
細
川
�
０
９
０
・
５
５
０
２
・
４
６
６
２
へ
。

老
人
医
療
の
負
担

割
合
は
毎
年
８
月
に

見

直

さ

れ

ま

す

　

昭
和
７
年
９
月　

日
ま
で
に
生

３０

ま
れ
た
方
と
、　

歳
以
上
で
障
害

６５

の
あ
る
一
部
の
方
が
お
持
ち
の
老

人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
証

に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
一
部
負
担

金
の
割
合
」
は
、
毎
年
８
月
１
日

で
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ
り
定

期
判
定
さ
れ
、
負
担
割
合
が
変
更

に
な
る
方
に
は
新
し
い
負
担
割
合

を
表
示
し
た
医
療
受
給
者
証
を
７

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
医
療
受
給
者
証
が
届
い

た
場
合
は
、
今
ま
で
使
用
し
て
い

た
医
療
受
給
者
証
は
速
や
か
に
介

護
福
祉
課
医
療
係
（
市
役
所
１
階
）

へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で
返
却

し
、
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在「
１
割
」負
担
の
方
は

　
【　

年
度
の
課
税
所
得
が
１
４

１８
５
万
円
未
満
の
場
合
】
医
療
受
給

者
証
に
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
現
在
お
持
ち
の
「
１
割
」
の

医
療
受
給
者
証
を
引
き
続
き
お
使

い
く
だ
さ
い

　
【　

年
度
の
課
税
所
得
が
１
４

１８
５
万
円
以
上
の
場
合
】
負
担
割
合

が
「
２
割
」
と
な
る
た
め
、
新
し

い
医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

課
税
所
得
が
２
１
３
万
円
未
満
の

場
合
は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
一

般
の
方
と
同
額
に
抑
え
ら
れ
る

「
自
己
負
担
限
度
額〈
一
般
〉適
用
」

と
い
う
表
示
が
あ
り
ま
す

　

現
在「
２
割
」負
担
の
方
は

　
【　

年
度
の
課
税
所
得
が
１
４

１８
５
万
円
未
満
の
場
合
】
負
担
割
合

が
「
１
割
」
と
な
る
た
め
、
新
し

い
医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
【　

年
度
の
課
税
所
得
が
１
４

１８
５
万
円
以
上
２
１
３
万
円
未
満
の

場
合
】
負
担
割
合
は
「
２
割
」
の

ま
ま
で
す
が
、
自
己
負
担
限
度
額

が
一
般
の
方
と
同
額
に
抑
え
ら
れ

る
「
自
己
負
担
限
度
額
〈
一
般
〉

適
用
」
と
い
う
表
示
が
追
加
さ
れ

た
医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
【　

年
度
の
課
税
所
得
が
２
１

１８
３
万
円
以
上
の
場
合
】
医
療
受
給

者
証
に
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
現
在
お
持
ち
の
「
２
割
」
の

医
療
受
給
者
証
を
引
き
続
き
お
使

い
く
だ
さ
い

　

今
回
「
２
割
」
と
判
定 

　

さ
れ
た
方
は　

月
に
は

１０

　
「
３
割
」負
担
と
な
り
ま
す

　

現
役
世
代
並
み
の
所
得
が
あ
る

と
し
て
「
２
割
」
と
判
定
さ
れ
た

方
は
、　

月
１
日
か
ら
は
現
役
世

１０

代
と
同
じ
「
３
割
」
に
負
担
割
合

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
９
月
中
旬
に

「
３
割
」表
示
の
医
療
受
給
者
証
を

該
当
す
る
方
全
員
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。

　

た
だ
し
、
収
入
額
が
基
準
以
下

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
１
割
」

に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
２
割
」を「
１
割
」負
担
に

変
更
で
き
る
の
は

　

同
一
世
帯
の
老
人
医
療
受
給
者

お
よ
び　

歳
以
上
の
方
の
前
年
の

７０

「
収
入
額
」の
合
計
が
基
準
収
入
額

以
下
の
場
合
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
収
入
額
」
と
は
、

課
税
所
得
の
算
定
の
基
と
な
っ
た

収
入（
確
定
申
告
書
の
最
初
の「
収

入
金
額
」
欄
）
の
合
計
で
す
。
必

要
経
費
や
控
除
等
は
一
切
引
か
ず

に
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

�
基
準
収
入
額
�

　

①
同
一
世
帯
で
ほ
か
に　

歳
以

７０

上
の
方
が
い
る
場
合
は
、
合
計
５

２
０
万
円
未
満

　

②
同
一
世
帯
で
ほ
か
に　

歳
以

７０

上
の
方
が
い
な
い
場
合
は
、
３
８

３
万
円
未
満

基
準
収
入
額
適
用

申

請
を
行
う
に
は

　

ま
ず
、
前
記
①
②
の
条
件
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
確
定
申
告
書

の
写
し
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
収
入
額
」が
基
準
額
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、
７
月
中
に
「
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
」
を
介
護
福

祉
課
医
療
係
（
市
役
所
１
階
）
に

提
出
し
、
認
め
ら
れ
る
と
、
８
月

１
日
か
ら
負
担
割
合
が
「
１
割
」

に
変
更
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
は
、
確
定
申
告
書

の
写
し
や
年
金
額
の
決
定
通
知
書

等
、
収
入
額
の
分
か
る
書
類
と
、

健
康
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
同
一
世

帯
に　

歳
以
上
の
方
が
い
る
場
合

７０

は
、
そ
の
方
の
分
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
老
人
医
療
受
給
者
と
、
国

民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
が
同

一
世
帯
の

場
合
は
、

介
護
福
祉

課
と
保
険

年
金
課
の

そ
れ
ぞ
れ

で
申
請
を

行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

自
己
負
担
限
度
額
を 

　

変
更
で
き
る
場
合
も

　

基
準
収
入
額
を
超
え
て
い
る
方

で
も
、「
収
入
額
」
が
次
の
範
囲
内

の
場
合
は
、
負
担
割
合
は
「
２
割
」

の
ま
ま
で
す
が
、
自
己
負
担
限
度

額
が
一
般
の
方
と
同
額
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。
手
続
き
の
方
法
等
は
、

基
準
収
入
額
適
用
申
請
と
同
様
で

す
。
認
め
ら
れ
る
と
、「
自
己
負
担

限
度
額
〈
一
般
〉
適
用
」
と
い
う

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
」

　

農
産
物
へ
の
残
留
農
薬
規
制

の
あ
り
方
が
変
わ
る
、
改
正
食

品
衛
生
法
が
５
月　

日
に
施
行

２９

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
食
品
衛
生
法
に

基
づ
く
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
だ
け
が
流
通
規
制

の
対
象
で
あ
り
、
残
留
基
準
の

設
定
が
な
い
場
合
は
、
残
留
量

が
多
く
て
も
原
則
規
制
は
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
規
制
対

象
外
を
除
く
す
べ
て
の
農
薬
に

国
際
基
準
な
ど
を
参
考
に
し
た

「
暫
定
基
準
」「
一
律
基
準
」
が

設
定
さ
れ
、
流
通
規
制
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
界
で
は
、
も
と
も
と
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
動
植
物
が
適

度
な
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て
生
息

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
が

農
耕
に
よ
り
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
で
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

作
物
に
と
っ
て
は
害
と
な
る
虫

や
病
気
、
作
物
以
外
の
雑
草
な

ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
や
雑
草
を
防

除
し
な
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
供

給
す
る
農
産
物
の
安
定
し
た
収

穫
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

今
日
の
豊
か
な
食
生
活
は
、

農
薬
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
農
業

技

術

に

よ
っ
て
初

め
て
成
り

立
つ
の
で
す
。

　

農
薬
は
薬
剤
ご
と
に
使
い
方

の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
ラ
ベ
ル
を
確
認

し
「
農
薬
使
用
基
準
」
を
順
守

す
れ
ば
、
農
作
物
の
安
全
性
は

確
保
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
農
家
だ
け
で
は
な
く

一
般
家
庭
や
市
民
農
園
利
用
者

も
含
め
、
農
産
物
へ
の
飛
散
が

あ
っ
た
場
合
は
互
い
に
加
害
者

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

飛
散
防
止
に
は
十
分
自
覚
し
て

農
薬
（
花
な
ど
へ
の
消
毒
薬
等

を
含
む
）
の
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
常
に
安

全
・
安
心
を
心
掛
け
た
農
作
物

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
な
お
一
層
の
飛
散
防
止
に

努
め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

 　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
�

４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

老
人
医
療
受
給
者
の
方
へ

表
示
が
追
加
さ
れ
た
医
療
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

�
自
己
負
担
限
度
額 

　
　
　

判
定
用
の
基
準
�

　

①
同
一
世
帯
で
ほ
か
に　

歳
以

７０

上
の
方
が
い
る
場
合
は
、
合
計
５

２
０
万
円
以
上
６
２
１
万
円
未
満

　

②
同
一
世
帯
で
ほ
か
に　

歳
以

７０

上
の
方
が
い
な
い
場
合
は
、
３
８

３
万
円
以
上
４
８
４
万
円
未
満

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
医
療
係

（
内
線
２
５
５
１
・
２
５
５
２
）
へ
。

　

参
加
希
望
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人

の
方
は
、
各
表
の
内
容
に
基
づ
き
、

各
種
展
示
・
ホ
ー
ル
発
表
・
催
し

な
ど
の
部
門
別
に
、
７
月　

日
２１

（
金
）
〜　

日
（
日
）
に
所
定
の
申

３０

込
用
紙
で
市
民
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
中
央
図
書
館
裏
の
文

化
財
保
存
整
理
室
２
階
。
月
曜
日

は
休
み
、受
付
時
間
は

午
前　

時
〜
正
午
と

１０

午
後
１
時
〜
５
時
）ま

た
は
生
涯
学
習
課（
市

役
所
６
階
。
土
曜
・
日

曜
日
は
休
み
、受
付
時

間
は
午
前
８
時
半
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜

５
時
）に
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、各
部

門
ご
と
に
一
人
１
点
・

一
人
１
回
に
限
り
ま

す
。作
品
に
対
す
る
破

損
盗
難
等
の
責
任
は
、

一
切
負
い
か
ね
ま
す
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
に
は
、
相
談
の
上
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
な
お
申
し
込
み
は
、
市

内
で
活
動
す
る
団
体
お
よ
び
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
国
民
年
金
保
険
料
」
は

口　

座　

振　

替　

の

早
割
が
お
得
で
す

　

月
々
の
保
険
料
は
、
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
の
利
用

が
便
利
で
す
。
通
常
は
翌
月
末

に
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す

が
、
口
座
振
替
の
早
割
（
当
月

保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と

し
）
を
申
し
込
ん
で
納
付
す
れ

ば
、
月
額　

円
の
割
引
に
な
り

５０

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
割
引
の
多
い
一

括
前
納
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

一
括
前
納
に
は
、一
年
前
納（
４

月
末
お
支
払
い
）、
半
年
前
納

（
４
月
末
と　

月
末
お
支
払
い
）

１０

が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
各
月

ご
利
用
中
の
方
も
、
切
り
替
え

が
可
能
で
す
。

　

早
割
制
度
は
、　

年
４
月
か

１７

ら
開
始
さ
れ
た
制
度
で
す
。
従

来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月
納

付
し
て
い
る
方
も
早
割
に
変

更
す
る
た
め
に
は
、
改
め
て
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

☆
口
座
振
替
の
申
し
込
み

手
続
き
は

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
に

は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が

必
要
な
た
め
、
年
金
手
帳
や
納

付
書
で

基
礎
年

金
番
号

を
確
認

し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
金
融
機
関
届
出
印
の
押

印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
込
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http://www.sia.go.jp/

（注１）課税所得が１４５万円以上２１３万円未満であるか、収入額が高齢者複数世帯の場合５２０万円以上６２１万円未満、高齢者単身世帯の場合 ３８３万

　　　円以上４８４万円未満の方。

（注２）住民税に係る経過措置対象者と同一世帯の非課税者については、低所得Ⅱの自己負担限度額（個人）を適用します。

（注３）住民税に係る経過措置対象者と同一世帯の老齢福祉年金受給者および経過措置対象者である老齢福祉年金受給者については、低所得Ⅰ 

         の自己負担限度額（個人）を適用します。

■ホール発表の部■

■催しの部■

■展示の部■

《展示作品》いずれの種目も一人１点

ステージで発表できるのも市民文化祭の魅力ステージで発表できるのも市民文化祭の魅力
（写真は昨年度の発表から）（写真は昨年度の発表から）

自己負担限度額等（１８年８月～９月適用）

第３６回市民文化祭

～日ごろの成果を発表しませんか～～日ごろの成果を発表しませんか～
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